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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1A100100 科⽬コード 1A100100

担当教員 松原 達昭

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⽔曜∕6限 単位 2

科⽬ナンバー M0001 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

健康科学・医学・医療の著しい発展と⾷・住環境、労働環境など⽣活環境の改善は、平均余命の著しい延伸をもたらしました。 
ただし、この間、⽣活習慣の偏りによる健康障害が増加し、⼀⽅では新興感染症の出現によって、疾病構造は⼤きく変容しました。 
健康は疾病の対極として捉えるのでなく、健康と疾病は連続したものであり、⽣活の質を左右する基盤・条件であると考えられるようになってい

ます。 
本授業を学ぶ⽬的は、健康⻑寿社会を担う研究者、専⾨家、職業⼈等に対して啓発を図ることにあります。

⽅法
著書 "Great Discoveries in Medicine" を⽤いて、医学・医療における発⾒、歴史について考察します。 
院⽣の相互交流を深めるためにも、⾃由闊達な授業内容にしていきましょう。

履修条件

特にありません。

履修する上の留意点

到達⽬標

1
健康科学の進展について関連事項をウエブ等で検索し、情報を交換し、理解を深める⼒が⾝につく。また、健康科学について関⼼を⾼め、意⾒交換が

できるようになる。修⼠論⽂の英⽂アブストラクトを書ける能⼒が⾝につく。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① ⾃主学習⼒/授業態度/⼝頭発表 35/25/40

到達⽬標②

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

「健」に従事する者にとって、⾃⼰研鑽ができる魅⼒的な授業です。

課題に対するフィードバック

授業における発表内容について講師やクラスメートからの意⾒を聞き、それについて⾃分の意⾒を述べる⼒が評価されます。 
質疑応答時間では講師も⼀員となり参加し意⾒を述べます。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

健康科学特論
更新⽇：2023/03/01 10:54:36
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

第１回 講師から、授業の進⾏⽅法についてオリエンテーションを⾏う。

受講⽣は、話し合いによって、"Great Discoveries in Medicine"で
取りあげられている70の発⾒のstoriesの中から、⾃分が担当す
るstoryと、そのstoryの内容についての発表予定⽇を決める。各
回の授業では1名の院⽣が発表し、1回の授業で1つのstoryについ
て学んで⾏くこととする。 
なお、第1回⽬の授業では、講師が発表の⾒本を⽰す予定であ
る。

受講者は、第3回の授業で取りあげられるstoryを読
んで、内容を把握しておく。また、storyの内容に
ついてウエブや⽂献で調べておき、第3回授業での
質疑応答に備える。

〇 ディスカッ

ション

第２回 第1回⽬と同様に、講師が発表の⾒本を⽰す予定である。

第3回の授業で取りあげられるstoryを読んで、内容
を把握しておく。また、storyの内容についてウエ
ブや⽂献で調べておき、第3回授業での質疑応答に
備える。

〇
ディスカッ

ション

第３回

第3回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第3回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第4回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第４回

第4回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第4回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第5回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第５回

第5回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第5回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第6回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第６回

第6回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第6回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第7回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第７回

第7回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第7回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第8回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第８回

第8回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第8回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第9回
の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第９回

第9回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表された
内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題に

ついての検討も⾏う。

第9回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第10
回の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第１０回

第10回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表され
た内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題

についての検討も⾏う。

第10回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第1
1回の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第１１回

第11回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表され
た内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題

についての検討も⾏う。

第11回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第1
2回の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第１２回

第12回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表され
た内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題

についての検討も⾏う。

第12回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第1
3回の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第１３回

第13回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表され
た内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題

についての検討も⾏う。

第13回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第1
4回の授業で発表する。

〇
プレゼンテ

ーション

第１４回

第14回授業の担当学⽣がstoryの訳と内容を発表する。発表され
た内容について受講者は意⾒交換を⾏う。併せて、疑問点や課題

についての検討も⾏う。

第14回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調べる。疑問点やその他意⾒を第1
5回の授業で発表する。 

〇
プレゼンテ

ーション

第１５回 総まとめ
研究活動における⼤切な点について意⾒交換をす

る。
〇

ディスカッ

ション
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1A100400 科⽬コード 1A100400

担当教員 オムニバス：松原 達昭、今澤 正彦、⼭﨑 ⼀德、森 千鶴、⼭根 基、刑部 純平、⻑岡 由紀⼦、⽊⼾ 盛年

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0032 授業形態 講義、演習
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容 「健」の領域における研究に関して、研究に必要な事項を学び、研究計画と研究論⽂作成の基盤とする。

⽅法
研究⽅法の種類と概要、研究計画、及び、研究倫理を学ぶ。 
また、「養護・保健」「健康スポーツ」「⼼理・カウンセリング」「医療全般」についてそれぞれの特徴を探求する。

履修条件

特にありません。

履修する上の留意点

到達⽬標

1 研究する上で遵守すべき倫理事項を述べることができる。

2 研究⽬的に合った研究論⽂を検索することができる。

3 「養護・保健」に関する研究の⽬的と意義が説明できる。

4 「健康スポーツ」に関する研究の⽬的と意義が説明できる。

5 「⼼理・カウンセリング」に関する研究の⽬的と意義が説明できる。

6 「医療」に関する研究の⽬的と意義が説明できる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 15

到達⽬標② ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 15

到達⽬標③ ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 10

到達⽬標④ ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 20

到達⽬標⑤ ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 20

到達⽬標⑥ ⾃主学習⼒∕プレゼンテーション∕ディスカッション 20

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

各⾃が思い描いている研究テーマに磨きをかけ、内容を充実させ、完成させるための基盤となる授業です。 
講師とともに学びましょう。

課題に対するフィードバック

それぞれの授業内でコメントする。

授業計画

授業回 学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容 アクティブ・ラーニング

の実施

研究法特論
更新⽇：2023/02/22 17:23:46
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

有無 その⽅法

第１回

オリエンテーション 
「健」に関わる領域における研究の意義、研究⽅法の種類と特

徴、研究⽅法選択の際の留意点 
（松原 達昭）

健康について⾃⾝の考え⽅を認識しまとめておく。 〇
ディスカッ

ション

第２回
研究活動における倫理と不正防⽌ 
（松原 達昭）

研究活動における倫理と不正防⽌について調べ、研

究者としての在り⽅を考えておく。
〇

ディスカッ

ション

第３回
研究活動における倫理と不正防⽌ 
（松原 達昭）

「⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫

理指針ガイダンス」、及び、愛知みずほ⼤学・愛知

みずほ短期⼤学研究倫理規程に⽬を通しておく。

〇
ディスカッ

ション

第４回
⽂献検索について ① （重要性と検索⽅法） 
（⼭﨑 ⼀德）

予習：⾃⾝の研究テーマに関連するキーワードをま

とめておく。 
復習：⾃⾝の研究テーマに関連する先⾏研究を調査

しておく。

〇

PCを使っ
た演習（情

報収集）

第５回
⽂献検索について ② （⽂献の引⽤⽅法） 
（⼭﨑 ⼀德）

予習：⾃⾝の研究テーマに関連する先⾏研究をまと

めておく。 
復習：関連する学術分野の様式にならって⽂献引⽤

の体裁を整える。

〇

PCを使っ
た演習（情

報収集）

第６回

研究論⽂の具体例から、「養護・保健」に関する研究についての

研究法について学修する。 
（森 千鶴）

予習：⾃⾝の研究テーマに関連する研究を調べてま

とめる。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第７回
スポーツ現場に活⽤される研究について 
（⼭根 基・刑部 純平）

予習：スポーツ科学（運動⽣理学など）に関する知

識を事前に調べる。 
復習：スポーツ現場に活⽤される研究例について調

べ、まとめる。

〇
ディスカッ

ション

第８回
健康づくりのための運動に関する研究について 
（⼭根 基・刑部 純平）

予習：健康づくりのための運動の効果に関する知識

を事前に調べる。 
復習：健康づくりのための運動に関する研究例につ

いて調べ、まとめる。

〇
ディスカッ

ション

第９回
⼼理学関連領域の研究の特徴  
（⻑岡 由紀⼦）

予習：事前に配布した資料を読み、⼼理領域で関⼼

のある分野について記述してくること。 
復習：本⽇の内容のポイントを400字でまとめるこ
と。

〇
ディスカッ

ション

第１０回

⼼理調査法研究について 
・質問紙調査法とは 
・質問紙調査法に⽤いる統計 
（⽊⼾ 盛年）

予習：⾃分の研究テーマに関係する調査票（アンケ

ート⽤紙）を⽤いた研究論⽂（少なくとも1本）を
探してきて、⽅法の内容をまとめてくる。

〇 反転授業

第１１回
インタビュー調査、事例研究について 
（⻑岡 由紀⼦）

予習：会話の記録を取っておくこと。 
復習：本⽇の内容のポイントを400字でまとめるこ
と。

〇 反転授業

第１２回
医療にかかわる研究について ①  
（松原 達昭・今澤 正彦）

受講者の⽬指す研究テーマに隣接する医学関連論⽂

について事前に調べ、当⽇受講者、講師間で議論を

⾏う。

〇
ディスカッ

ション

第１３回
医療にかかわる研究について ②  
（松原 達昭・今澤 正彦）

受講者の⽬指す研究テーマに隣接する医学関連論⽂

について事前に調べ、当⽇受講者、講師間で議論を

⾏う。

〇
ディスカッ

ション

第１４回
医療にかかわる研究について ③  
（松原 達昭・今澤 正彦）

受講者の⽬指す研究テーマに隣接する医学関連論⽂

について事前に調べ、当⽇受講者、講師間で議論を

⾏う。

〇
ディスカッ

ション

第１５回
まとめ 
（松原 達昭）

各⾃の研究における現時点での進捗状況についてプ

レゼンテーションを⾏い、受講者、講師間で議論す

る。

〇

プレゼンテ

ーション 
ディスカッ

ション

- 4 -



愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1A100500 科⽬コード 1A100500

担当教員 未定

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0033 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
社会調査の基本的な⼿法について、現代社会における社会調査を実践する際の留意事項について理解し、量的データを⽤いた論⽂を作成するため

の⽅法として、標本調査によるデータの収集法と基本的な集計法や検定法を学ぶ。

⽅法

履修条件

履修する上の留意点

到達⽬標

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標①

到達⽬標②

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

課題に対するフィードバック

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

社会調査法特論
更新⽇：2023/03/23 16:40:47
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1A100600 科⽬コード 1A100600

担当教員 ⼭﨑 ⼀德

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0034 授業形態 演習 
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

IoTやAI、データサイエンスは第4次産業⾰命とも呼ばれる技術⾰新であり、社会を⼤きく変える可能性を秘めている。中でもデータサイエンス
は、単なる情報解析ではなく、様々な社会問題の解決や、新しい価値の創造に資することが期待されている。本科⽬では、⾝の回りの課題解決を

テーマとして、データサイエンスを実践的に⾝に着ける。

⽅法
講義と演習で重要性や各要点を理解する。Teamsにアップロードされる講義資料、ならびに個⼈ワークおよびグループワークにより、チームとし
て⼤学周辺や⾝の回りの課題の発⾒から解決策の提案までを⾏う。授業では、パソコンを使⽤した課題の作成と提出、アンケートの回答も⾏う。

履修条件

履修する上の留意点

毎回の授業で説明した課題（成果物）が提出されていない場合は減点します。

到達⽬標

1 社会におけるデータ・AI利活⽤を理解し説明できる

2 データを正しく利活⽤するための⽅法や留意点を理解し説明できる

3 データ処理や統計解析の基本を理解し説明できる

4 ⽇常の⽣活でデータサイエンスの利活⽤を考えることができる

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 受講態度、成果物  20

到達⽬標② 受講態度、成果物  25

到達⽬標③ 受講態度、成果物  25

到達⽬標④ 受講態度、成果物  30

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 なし 

参考書

書籍名 出版社 著者

1 データサイエンス講義 
オライリージャパン

 
Rachel Schutt, Cathy O'Neil

2 データサイエンスの基礎 講談社 浜⽥ 悦⽣

3 絵と図でわかる データサイエンス 技術評論社 上藤 ⼀郎

オープンな教育リソース

リテラシーレベル教材（数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム）、東京⼤学 数理・情報教育研究センター、http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/6univ
ersity_consortium.html

学⽣へのメッセージ

⽂理関係なくデータサイエンスに興味関⼼を持ち、⾃ら考えて実践できるようになるよう期待します。

課題に対するフィードバック

・⾃学⾃習課題について授業内で発表し、学⽣間や教員との情報や意⾒の交換をおこなう。 
・疑問点があれば随時対応する。

データサイエンス特論
更新⽇：2023/03/01 13:10:14
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 健康社会におけるデータサイエンスの重要性 
予習：シラバスを確認する 
復習：データサイエンスの重要性を記録する

〇

ミニッツペ

ーパー（授

業の要約、

理解度・疑

問点の確

認）

第２回 ⾝の回りの課題の発⾒ 
予習：問題と課題の違いを確認する 
復習：発⾒した課題を精査する

〇
グループワ

ーク 

第３回 研究計画書①
予習：勉強と研究の違いを確認する 
復習：研究計画書（仮）を作成する

〇
グループワ

ーク 

第４回 ビッグデータ 
予習：ビッグデータの利活⽤事例を確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第５回 IoTとIoB 
予習：IoTやIoBの利活⽤事例を確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第６回 AI 
予習：AIやディープラーニングの利活⽤事例を確認
する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第７回 情報倫理、情報セキュリティ 
予習：情報倫理やセキュリティを確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第８回 データを知る 
予習：量的データと質的データを確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第９回 データを読む 
予習：集計データのグラフを確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第１０回 データを分類する 
予習：分類のための分析⼿法を確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる 

〇
グループワ

ーク 

第１１回 データから予測する 
予習：回帰分析を確認する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第１２回 プログラミングのメリット 
予習：プログラミングを習得するメリットを確認す

る 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
グループワ

ーク 

第１３回 研究計画書②
予習：研究計画書を仕上げる 
復習：報告書（仮）を作成する

〇
グループワ

ーク 

第１４回 課題演習と発表
予習：研究計画書からプレゼン資料を作成する 
復習：要点や気づきを研究計画書に反映させる

〇
プレゼンテ

ーション 

第１５回 フィードバックとまとめ 
予習：提出した成果物を確認する 
復習：提出した成果物を確認する

〇

ミニッツペ

ーパー（授

業の要約、

理解度・疑

問点の確

認）
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B100110 科⽬コード 1B100110

担当教員 松原 達昭

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⽔曜∕6限 単位 2

科⽬ナンバー M0035 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容 疾病の知識・病態を理解する基礎となる科⽬として、疾病の成り⽴ちを理解し、重要な疾患の病変・病態、治療、並びに予防について学びます。 

⽅法

疾病の成り⽴ちを理解し、如何なる治療法や予防法があるのかを調べ、考えてください。 
疾病の実例の⽰説を通して疾病の理解と考察能⼒を⾝につけ、健康管理や、福祉に携わる専⾨家等、健康社会に貢献する⼈々の素養の⼀部となる

ことを期待します。

履修条件

特にありません。

履修する上の留意点

到達⽬標

1 病気の成り⽴ち、疾病の分類、要因についての理解。

2 ⽣活習慣病（糖尿病、⾼⾎圧症、脂質異常症）の徴候、治療、予防等についての理解。

3 遺伝⼦、遺伝性疾患についての理解。

4 メンタルヘルスについての理解。

5 感染症、腫瘍の発症機序、病態、治療、予防等についての理解。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 討論の質（内容、理解度、参加態度） 10

到達⽬標② 討論の質（内容、理解度、参加態度） 30

到達⽬標③ 討論の質（内容、理解度、参加態度） 15

到達⽬標④ 討論の質（内容、理解度、参加態度） 15

到達⽬標⑤ 討論の質（内容、理解度、参加態度） 30

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

課題に対するフィードバック

質疑応答時間を設定し、学⽣が主体となり講師も参加して対話的に学び、討論することとします。 
疾病や異常状態と⽇常⽣活や社会との関連性についても考え、健康管理の基礎知識や実践の重要さの理解に努めます。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

健康管理学特論
更新⽇：2023/02/20 17:46:04
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

第１回 オリエンテーション 
＊学⽣の⾃⼰紹介と「研究主題」についての説明

各⾃の研究課題についてクラスで発表する準備と、

授業内容について希望があればまとめてくる。 
健康とはどんな状態か、疾病とどのような関係にな

るのか、考えておくこと。

第２回

病気の成り⽴ち 
 疾病の分類 
 内因と外因

病気の成り⽴ちについて調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第３回

糖尿病 
 糖尿病とインスリン 
 糖尿病の治療法

糖尿病について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第４回

糖尿病の問題点 
 糖尿病の慢性合併症：網膜症、腎症、 
 神経障害、動脈硬化性疾患、⾜病変

糖尿病の問題点について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第５回

⾼⾎圧 
 ⾎圧とは 
 脳⼼⾎管病への影響 
 治療法（降圧薬）

⾼⾎圧について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第６回

脂質異常症 
 脂質異常症診断基準 
 脂質異常症の薬物療法

脂質異常症について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第７回

動脈硬化 
 ⾼尿酸⾎症と動脈硬化 
 慢性腎臓病と動脈硬化 
 メタボリックシンドロームと動脈硬化 
 慢性炎症と動脈硬化

動脈硬化について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第８回

メンタルヘルス 
 依存症、統合失調症、うつ病、 
 双極性障害、強迫性障害、PTSD、 
 パニック障害、摂⾷障害、発達障害など

メンタルヘルスについて調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第９回

遺伝 
 遺伝⼦ 
 遺伝性疾患 

遺伝について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第１０回

感染と感染症 
 新興感染症（新型コロナウイルス感染症など） 
 感染症に対する防御能（ワクチンなど） 
 感染症に対する予防措置

感染と感染症について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第１１回

腫瘍 
 ⽇本⼈の死因 
 悪性腫瘍と良性腫瘍 
 癌のリスク要因

腫瘍について調べておく。 〇
ディスカッ

ション

第１２回
各⾃の研究課題についてクラスで発表する。発表内容について、

受講者、講師を交えて意⾒交換を⾏う。

これまでに学んだことを参考にして、各⾃の研究課

題を掘り下げる。
〇

ディスカッ

ション

第１３回
各⾃の研究課題についてクラスで発表する。発表内容について、

受講者、講師を交えて意⾒交換を⾏う。

これまでに学んだことを参考にして、各⾃の研究課

題を掘り下げる。
〇

ディスカッ

ション

第１４回
各⾃の研究課題についてクラスで発表する。発表内容について、

受講者、講師を交えて意⾒交換を⾏う。

これまでに学んだことを参考にして、各⾃の研究課

題を掘り下げる。
〇

ディスカッ

ション

第１５回 総括
本科⽬に対して、総合的なディスカッションを⾏

う。
〇

ディスカッ

ション
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B100400 科⽬コード 1B100400

担当教員 今澤 正彦

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0006 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

社会における変化（移⺠の増加、地球環境の変化、⾃然災害の増加など）、経済⾯での変化（経済的な格差の拡⼤、雇⽤のオートメーション化な

ど）、個⼈レベルでの変化（家族の形態の変化、肥満・⾃殺の増加など）がトレンドとなり、VUCA (volatile, uncertain, complex, ambiguous)な
時代に⽴ち⼊りつつあります。この先、我々の健康・保健や医療、厚⽣はどこへどう向かうのか、インターネットの発達で⾝近になったグローバ

ルな広い視野を通すと、地球規模の情報にも無関⼼ではいられません。この授業を学ぶ⽬的は、広い視野で「健」を考える習慣を⾝に付けること

にあります。

⽅法

World Health Organization (WHO)のほか、Centers for Disease Control and Prevention (CDC)、National Institutes of Health (NIH)、European Cen
tre for Disease Prevention and Control (ECDC)などがウェブ上で公式発信する時事のホットなニュース（英語）を題材に、予め指名された発信者
役の受講者と取材者役の受講者とが中⼼になってニュースの内容を⽇本語で検討・吟味し合います。他の受講者もニュースの受け⼿として検討に

加われることが期待されます。医学上の補⾜などを教員がコメントしながら、まとめます。 
第１回の授業ではこの講義のオリエンテーションを⾏うほかは、毎回の授業で、次回の題材（ニュース英⽂）を指定するとともに担当の受講者

（発信者役・取材者役）を決めておき、次回の授業で検討・吟味を⾏います。

履修条件

特にありません。

履修する上の留意点

到達⽬標

1
学術論⽂とは異なり⼀般社会に向けた内容から英⽂に抵抗感を覚えずに接して、限られた時間で情報を読み解き、単純・機械的な英⽂和訳ではなく⾃

分の⾔葉（⽇本語）で説明できる様に理解する。双⽅の⽴場から情報を吟味することを通して、広い視野や多様な⾓度から健康・保健を考える。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① ⾃主学習⼒/授業態度/発表⼒ 35/25/40

到達⽬標②

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

「健」を広い視野や多様な⾓度から⾒つめ換える可能性が期待できます。

課題に対するフィードバック

⾃分の⾔葉で述べること、答えることのできる理解度が評価されます。

授業計画

授業回 学修計画

公衆衛⽣学特論
更新⽇：2023/02/21 20:51:36
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学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

教員が、授業の進⾏⽅法についてオリエンテーションを⾏い、第

２回の題材とする時事のホットなニュース（英語）を指定する。

第２回の発信者役・取材者役を決める。

第２回に向けて指定されたニュース（英語）を読ん

で、内容を把握しておく。特に発信者役・取材者役

は、関連情報をウェブや⽂献で調べておく。

第２回

第２回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第２回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第３回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第３回

第３回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第３回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第４回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第４回

第４回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第４回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第５回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第５回

第５回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第５回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第６回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第６回

第６回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第６回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第７回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第７回

第７回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第７回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第８回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第８回

第８回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第８回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第９回に向けて指定されたニュース（英

語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信者

役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べて

おく。

第９回

第９回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べて

きた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀⽅

で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に伝

えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニュ

ースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。そ

れまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポート

を課す場合もある。

第９回までの授業内容について考察し、レポートを

課された場合にはその考察内容を記述して、教員に

提出する。第10回に向けて指定されたニュース
（英語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信

者役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べ

ておく。

第１０回

第10回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べ
てきた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀

⽅で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に

伝えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニ

ュースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。

それまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポー

トを課す場合もある。

第10回までの授業内容について考察し、レポート
を課された場合にはその考察内容を記述して、教員

に提出する。第11回に向けて指定されたニュース
（英語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信

者役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べ

ておく。

第１１回 第11回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べ 第11回までの授業内容について考察し、レポート
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てきた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀

⽅で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に

伝えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニ

ュースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。

それまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポー

トを課す場合もある。

を課された場合にはその考察内容を記述して、教員

に提出する。第12回に向けて指定されたニュース
（英語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信

者役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べ

ておく。

第１２回

第12回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べ
てきた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀

⽅で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に

伝えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニ

ュースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。

それまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポー

トを課す場合もある。

第12回までの授業内容について考察し、レポート
を課された場合にはその考察内容を記述して、教員

に提出する。第13回に向けて指定されたニュース
（英語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信

者役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べ

ておく。

第１３回

第13回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べ
てきた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀

⽅で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に

伝えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニ

ュースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。

それまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポー

トを課す場合もある。

第13回までの授業内容について考察し、レポート
を課された場合にはその考察内容を記述して、教員

に提出する。第14回に向けて指定されたニュース
（英語）を読んで、内容を把握しておく。特に発信

者役・取材者役は、関連情報をウェブや⽂献で調べ

ておく。

第１４回

第14回の発信者役が予め指定されたニュース（英語）を、調べ
てきた関連情報も適宜交えながら、⽇本語で発表・解説する。⼀

⽅で取材者役が、発信者役の発表・解説内容について、受け⼿に

伝えるために、適宜質問を加えながら検討する。他の受講者もニ

ュースの受け⼿として是々⾮々で検討に加わることが望ましい。

それまでに⾒えてきた疑問点などから必要に応じて教員がレポー

トを課す場合もある。

第14回までの授業内容について考察し、レポート
を課された場合にはその考察内容を記述して、教員

に提出する。

第１５回 総まとめ

全体の授業内容について考察し、レポートを課され

た場合にはその考察内容を記述して、教員に提出す

る。
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開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B100700 科⽬コード 1B100700

担当教員 ⼭根 基

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0007 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

健康維持や体⼒増進のために運動の果たす役割は⼤きく、その⽣理を理解することは重要である。ここでは、運動に関係する⾝体の構造、機能や

能⼒など、⾝体運動に関わる⼈体⽣理について学び、それらについての測定法や研究⼿法について検討するとともに、健康や体⼒を具体的にどう

とらえるかを模索する。

⽅法
配布プリントと板書およびパワーポイントを使い授業を⾏う。また受講⽣が事前課題をまとめた内容を発表（パワーポイント等）し、討論を⾏

う。

履修条件

なし

履修する上の留意点

なし

到達⽬標

1 ①運動時の⼈体の⽣理機能について学修し、健康や体⼒を維持・増進するための対策について検討することができる。

2 ②測定やその処理、結果の解釈といった過程を学び、科学的かつ理論的な考え⽅や物事の進め⽅等を⾝につけることができる。

3 ③健康増進における運動の役割について異なる様々な研究分野から捉えることができる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① レポート 40

到達⽬標② レポート 30

到達⽬標③ プレゼンテーション 30

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 特定の教科書は指定しない。

参考書

書籍名 出版社 著者

1 『イラスト運動⽣理学』 東京教学社 朝⼭正⺒・彼末⼀之・三⽊健寿編著

2 『医学的研究のデザイン-研究の質を⾼める疫学的アプローチ- 第3版』
メディカルサイエンスイ

ンターナショナル
⽊原雅⼦・⽊原正博

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

運動⽣理学の専⾨的な知識修得に関わらず、健康や体⼒、研究活動等について幅広く意⾒交換を⾏えることを期待しています。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートの内容を評価し、フィードバックを⾏う。

授業計画

授業回 学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容 アクティブ・ラーニング

の実施

運動⽣理学特論
更新⽇：2023/02/07 14:52:54
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有無 その⽅法

第１回 オリエンテーション
⾃分の研究テーマ、内容を簡単にまとめて発表す

る。

第２回 健康と体⼒の関わりについて
健康と体⼒の捉え⽅について⾃分の考えをまとめて

発表する。
〇

ディスカッ

ション

第３回 ⾻格筋の働きについて
⾻格筋の働きについて参考書や⽂献などを読んでま

とめて発表する。

第４回 筋活動の特徴について
筋の適応について参考書や⽂献などを読んでまとめ

て発表する。

第５回 筋活動に伴うエネルギー供給について
筋活動に伴うエネルギー供給について参考書や⽂献

などを読んでまとめて発表する。

第６回 ⾝体活動と栄養（たんぱく質、糖質、脂質）について
⾝体活動と栄養（たんぱく質、糖質、脂質）につい

て参考書などを読んでまとめて発表する。

第７回 運動と呼吸・循環機能について
運動と呼吸・循環機能について参考書や⽂献などを

読んでまとめて発表する。

第８回 酸素摂取量とエネルギー代謝について
有酸素運動および無酸素運動の特徴について参考書

や⽂献を読んでまとめて発表する。

第９回 研究計画（テーマの設定）について
研究計画（テーマの設定）について参考資料などを

読んでまとめて発表する。
〇

ディスカッ

ション

第１０回 研究計画（対象者の定義とサンプリング）について
研究計画（対象者の定義とサンプリング）について

参考資料などを読んでまとめて発表する。
〇

ディスカッ

ション

第１１回 研究計画（測定⽅法の定度と真度）について

研究計画（測定⽅法の定度と真度）について参考資

料などを読んでまとめて発表する。また⾃らの研究

計画についても検討し、計画書をレポートとして提

出する。

〇
ディスカッ

ション

第１２回
⾝体活動量の評価（⾏動記録法、思い出し法、歩数計法、⼼拍数

法）
⾝体活動量の測定課題を事前に⾏い、提出する。 〇

ディスカッ

ション

第１３回
健康、体⼒、運動などに関して各⾃の専⾨分野に関連したテーマ

を設定し、⽂献調査などを基に発表を⾏う①

健康、体⼒、運動などに関するテーマを各⾃設定

し、⽂献調査などを基に発表資料をまとめる。
〇

プレゼンテ

ーション

第１４回
健康、体⼒、運動などに関して各⾃の専⾨分野に関連したテーマ

を設定し、⽂献調査などを基に発表を⾏う②

健康、体⼒、運動などに関するテーマを各⾃設定

し、⽂献調査などを基に発表資料をまとめる。
〇

プレゼンテ

ーション

第１５回 まとめ
各受講者の発表に対して各⾃の意⾒などをまとめ

る。
〇

ディスカッ

ション

レポート提出
⾝体活動量の評価に関するレポートを作成し、提出

する。
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B100810 科⽬コード 1B100810

担当教員 近藤 ⼀直

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⽕曜∕6限 単位 2

科⽬ナンバー M0036 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

まず、⼈における健康状態と病的状態の違いを理解してもらう。そして薬がどのようにして病的状態の改善に役⽴つのかを学ぶ。また、しばしば

薬が有害作⽤を有すること、そして、その有害作⽤があるにもかかわらず薬を⽤いなければならない時とはどういう時なのかを考える。この講義

で学ぶことによって、薬や薬を取り巻く社会のいろいろな問題について積極的に考え、意⾒を持てるようになってもらいたい。

⽅法
講師はまず基本事項を講義するが、必要に応じて意⾒の交換やディスカッションを⾏う。また、薬への興味を持ってもらえるように、⼈と薬との

出会いの歴史についても触れる予定。

履修条件

なし

履修する上の留意点

薬理学を学ぶ上では、解剖学や⽣理学、さらに疾患の病因、病態について積極的に学んでいただく意欲を発揮されることを期待する。

到達⽬標

1 100%安全な薬は無いことを説明できる。

2 薬の効果の出⽅は⼈によって異なることを説明できる。

3 授業で取り上げた主要疾患の病態と治療薬の作⽤機序を説明できる

4 代表的な薬の有害作⽤や薬物相互作⽤を説明できる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 授業での態度、⾃主学習態度および⼝頭発表 25

到達⽬標② 授業での態度、⾃主学習態度および⼝頭発表 25

到達⽬標③ 授業での態度、⾃主学習態度および⼝頭発表 25

到達⽬標④ 授業での態度、⾃主学習態度および⼝頭発表 25

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 シンプル薬理学（改訂第６版） 南江堂 野村隆英・⽯川直久・梅村和夫 編

参考書

書籍名 出版社 著者

1 NEW薬理学（改訂第７版） 南江堂 ⽥中千賀⼦/加藤隆⼀/成宮周 編

2 標準薬理学（第８版） 医学書院 飯野正光 監修

3 百年千年の薬たち ⾵媒社 野村隆英 著

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

⼤学院には多職種の社会⼈が院⽣として集まる。各⼈の現場での経験や知識をお互いに積極的に発表してもらうことが教室では貴重な学びとなる。

課題に対するフィードバック

質疑応答、ディスカッション時間を設け、講師も⼀員となり参加し意⾒を述べる。

授業計画

薬理学特論
更新⽇：2023/02/25 18:44:10
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

薬理学概論： 
薬物の作⽤標的分⼦を中⼼に、薬物動態および薬⼒学の概念を理

解する。

第1回授業内容について考察し、問題点をウエブや
参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第２

回の授業で発表する。

第２回

薬物動態―吸収分布： 
薬物動態の基本をなすADMEのうち、吸収相および分布相を理解
する。

第２回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第３

回の授業で発表する。

第３回

薬物動態―代謝排泄： 
薬物動態の基本をなすADMEのうち、代謝相および排泄相を理解
する。

第３回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第４

回の授業で発表する。

第４回

薬物動態―薬物相互作⽤： 
複数の薬物が使われることによる、薬物動態の複雑系を理解す

る。

第４回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第５

回の授業で発表する。

第５回

薬物動態―蓄積： 
同⼀薬物の連⽤が原因で発⽣する、薬物動態の複雑系を理解す

る。

第５回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第６

回の授業で発表する。

第６回
薬物動態―初回通過効果： 
投与経路が原因で発⽣する、薬物動態の複雑系を理解する。

第６回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第７

回の授業で発表する。

第７回
薬⼒学―作⽤標的分⼦： 
薬⼒学の要となる「薬の効き処」を科学的に理解する。

第７回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第８

回の授業で発表する。

第８回
薬⼒学―受容体刺激： 
受容体−細胞内情報伝達系を介する薬の作⽤機序を理解する。

第８回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第９

回の授業で発表する。

第９回
薬⼒学―受容体遮断： 
受容体遮断による薬の効果とその機序を理解する。

第９回授業内容について考察し、問題点をウエブや

参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第１

０回の授業で発表する。

第１０回
薬⼒学―酵素・イオン： 
酵素およびイオンの流れに対して効く薬を理解する。

第1０回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１１回の授業で発表する。

第１１回
⾃律神経作⽤薬： 
交感神経・副交感神経に作⽤する薬を理解する。

第1１回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１２回の授業で発表する。

第１２回

循環系作⽤薬： 
降圧薬・強⼼薬および不整脈・虚⾎性⼼疾患の治療薬を理解す

る。

第1２回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１３回の授業で発表する。

第１３回
中枢神経作⽤薬： 
中枢神経に対する刺激薬・抑制薬・調整薬を理解する。

第1３回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１４回の授業で発表する。

第１４回
抗菌薬： 
化学療法としての抗菌薬を理解する。

第14回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１４回の授業で発表する。

第１５回
抗腫瘍薬： 
化学療法としての悪性腫瘍治療薬を理解する。

第15回授業内容について考察し、問題点をウエブ
や参考書などで調査する。疑問点やその他意⾒を第

１４回の授業で発表する。
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B100910 科⽬コード 1B100910

担当教員 原⽥ 信広

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⾦曜∕6限 単位 2

科⽬ナンバー M0037 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

⾼⾎圧、脂質異常症、糖尿病などの⽣活習慣病や悪性腫瘍など多くの疾病は⽣命活動に必要な代謝経路を担う酵素の質的及び量的な異常に起因す

る。そこで先ず酵素の構造や機能について今までの理解を再確認しつつ、栄養素からの⽣体エネルギー変換に関わる代謝経路を中⼼に律速酵素の

概念、そしてその調節機構及び酵素異常が引き起こす病態について学修する。⾊々な代謝経路の提⽰はするが、⽬的はあくまで健康的な⽣活を送

るための基盤となる⽣命活動の基礎的理解、そして代謝異常に起因する疾病の病態を理解するための助けとして活⽤して欲しい。

⽅法

授業に先⽴って配るプリントを参考にしながら板書及びパワーポイントを⽤いて講義を⾏う。⼤事なポイントや疑問点などについては随時グルー

プディスカッションを⾏う。最終的な評価はレポート内容より理解度を推し計ることにより⾏う。提出されたレポートは添削、コメントを付して

返還する。

履修条件

特になし

履修する上の留意点

特になし

到達⽬標

1 エネルギー代謝を中⼼とした代謝経路を説明できる。

2 酵素の質的、量的異常により各種疾病が発症する事を例をあげて説明できる。

3 授業に積極的に参加し、質疑応答出来る。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① レポート内容 20

到達⽬標② レポート内容 40

到達⽬標③ 授業・討論中の発⾔および質疑応答 40

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

参考書

書籍名 出版社 著者

1 イラストレイテッド ハーパー･⽣化学 原著30版 丸善株式会社 ハーパー著（清⽔孝雄他翻訳）

オープンな教育リソース

なし

学⽣へのメッセージ

昨今の「健康指向ブーム」にのってTV・新聞・雑誌などのマスメディアでは種々の健康⾷・サプリメントなどが広告されているが、⽣化学的知識で考察すれば
疑問符がつくようなものも少なくない。先ず導⼊として⼤学学部で習う⽣化学の内容をかみ砕いて概説しますので、この講義を通してそうした疑問点・問題点

などが把握出来るようになることを期待している。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートに対しては、添削およびコメントを付して返却し、より深い正確な理解が得られるように配慮する。必要に応じて授業での解説も⾏う。

授業計画

⽣化学特論
更新⽇：2023/02/21 11:33:33
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

酵素の構造と特徴 
構成アミノ酸と⽴体構造 
補酵素の重要性

アミノ酸変異が⽴体構造に与える影響と誘発される

疾患を理解する。 
ビタミン⽋乏症の病態を理解する。 

第２回
酵素反応の調節 
アロステリック調節とリン酸化調節

最終産物による代謝経路の制御を理解する。 
癌などで細胞内シグナル伝達系の異常がリン酸化異

常に起因する事を理解する。

第３回
代謝経路と酵素 
代謝反応における律速酵素の重要性 

治療薬の標的として何故、律速酵素が重要なのかを

理解する。

第４回 栄養素の消化・吸収 
何故、消化する必要があるのかを理解する。 
⽔溶性と脂溶性との特性の差を理解する。 
吸収障害に起因する疾患を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第５回

糖代謝 
解糖系の位置づけ 
共通エネルギー源としてのATP 

糖原病の病態を理解する。 
解糖系酵素⽋損の病態を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第６回
糖代謝 
TCA回路による還元⼒の引き出し

ピルビン酸合成酵素の代謝上の重要性と⽋損症の病

態を理解する。 
糖、タンパク質、脂質代謝の分岐点としてのハブ機

能を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第７回
ミトコンドリアの電⼦伝達系 
還元⼒をATP⽣成に変換

ミトコンドリア病を理解する。 
⼀酸化炭素や硫化⽔素中毒の病態を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第８回
糖代謝から分枝する代謝経路 
グリコーゲン合成、ペントースリン酸経路、ウロン酸経路 

糖原病を理解する。 
ペントース尿症やソラマメ中毒の病態を理解する。

第９回

脂質代謝 
脂質の合成と分解 
リポタンパク質の役割

⾼度不飽和脂肪酸の重要性を理解する。 
脂質異常症の病態を理解する。

第１０回

脂質代謝 
エイコサノイドとコレステロール及びステロイド⽣成 
コレステロールの分解調節

ステロイド合成異常症を理解する。 
胆汁酸の腸肝循環を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第１１回
⽣体エネルギー源としての⾎糖及びケトン体レベル 
糖尿病の成因と治療法

空腹・飢餓時の⽣体エネルギー源の変移を理解す

る。 
糖尿病治療薬の作⽤点を理解する。 
⾎糖レベルとケトン体の関係を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第１２回
アミノ酸の合成と分解 
尿素回路

⾼アンモニア⾎症の成因を理解する。 

第１３回

核酸代謝 
ヌクレオチドの合成と分解 
DNA解析技術

レッシュナイハン症候群、SCID、痛⾵などの成因
を理解する。 
DNAシーケンサーやPCRの原理と応⽤を理解す
る。

〇
ディスカッ

ション

第１４回 ⾼⾎圧の臨床⽣化学

レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系を理

解する。 
⽣理活性ペプチドの役割を理解する。

〇
ディスカッ

ション

第１５回 神経変性疾患の臨床⽣化学
神経伝達物質の合成と分解を理解する。 
神経変性疾患の病因と病態を理解する。

〇
ディスカッ

ション
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B201700 科⽬コード 1B201700

担当教員 刑部 純平

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0038 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

健康・スポーツ科学に関連する幅広い分野（トレーニング科学、スポーツ医学、栄養学など）の最新の研究論⽂を精読し、⾃⾝の研究活動及び研

究成果発表（学会でのポスター発表、⼝頭発表）へ活かすことを⽬的とする。 
また、研究によって得られた知⾒をどのようにフィットネス・スポーツ現場で応⽤するのか議論することで、研究者からの視点だけでなく臨床家

としての視点から研究を理解するスキルを養うことを⽬的とする。

⽅法
本授業では、原著論⽂・総説論⽂の精読、ポスター発表、スライド資料を⽤いた⼝頭発表を実施する。また、研究論⽂に対する質疑応答などのデ

ィスカッションを⾏う。

履修条件

特になし。

履修する上の留意点

⾃⾝の研究成果を国内外での学会で発表することを⽬指していることが望ましい。

到達⽬標

1 研究の種類・⼿法を理解し、⾃⾝の研究活動に活かすことができる。

2 学会発表を想定し、ポスターの作成・発表ができる。

3 学会発表を想定し、スライド資料の作成・⼝頭発表ができる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 授業態度（ディスカッション） 30

到達⽬標② プレゼンテーション 35

到達⽬標③ プレゼンテーション 35

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

参考書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

健康・スポーツ科学の分野は多岐にわたります。幅広い分野の知⾒に触れ、⾃⾝の研究者としてのスキルをブラッシュアップしていきましょう。

課題に対するフィードバック

授業内でクラスメート、講師とディスカッションをします。

授業計画

授業回 学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容 アクティブ・ラーニング

の実施

健康スポーツ科学特論
更新⽇：2023/02/10 16:07:16
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

有無 その⽅法

第１回 オリエンテーション 第１回⽬は、授業の進め⽅について確認する。

第２回
原著論⽂の読み⽅ 
※講師が読み⽅の解説をします

予習・復習：第３回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第３回 研究論⽂精読①（原著論⽂）
予習・復習：第４回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第４回 研究論⽂精読②（原著論⽂）
予習・復習：第５回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第５回 研究論⽂精読③（原著論⽂）
予習・復習：第６回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第６回 研究論⽂精読④（原著論⽂） 
予習・復習：第３〜６回で使⽤した研究論⽂を再度

精読しておく。
〇

ディスカッ

ション

第７回
総説論⽂の読み⽅ 
※講師が読み⽅の解説をします

予習・復習：第８回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第８回 研究論⽂精読⑤（総説論⽂）
予習・復習：第９回で使⽤する研究論⽂を精読して

おく。
〇

ディスカッ

ション

第９回 研究論⽂精読⑥（総説論⽂）
予習・復習：第８〜９回で使⽤した研究論⽂を再度

精読しておく。
〇

ディスカッ

ション

第１０回
ポスター発表の⽅法 
※講師が発表のお⼿本を提⽰します

予習・復習：第１１〜１２回で使⽤する研究論⽂を

⼊⼿しておく。
〇

ディスカッ

ション

第１１回 ポスターの作成・発表① 予習・復習：ポスター発表の準備しておく。 〇

ディスカッ

ション、プ

レゼンテー

ション

第１２回 ポスターの作成・発表② 予習・復習：ポスター発表の準備しておく。 〇

ディスカッ

ション、プ

レゼンテー

ション

第１３回
⼝頭発表の⽅法 
※講師が発表のお⼿本を提⽰します

予習・復習：第１４〜１５回で使⽤する研究論⽂を

⼊⼿しておく。
〇

ディスカッ

ション

第１４回 プレゼンテーションの作成・発表① 予習・復習：⼝頭発表の準備しておく。 〇

ディスカッ

ション、プ

レゼンテー

ション

第１５回 プレゼンテーションの作成・発表② 予習・復習：⼝頭発表の準備しておく。 〇

ディスカッ

ション、プ

レゼンテー

ション
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B101000 科⽬コード 1B101000

担当教員 森 圭⼦

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0009 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
多くの栄養情報が⽇々⼤量にあふれ、正しく活⽤することがますます難しくなっている。栄養疫学が果たす役割は⼤きい。本特論では⾷⽣活・栄

養による健康への影響を疫学的に明らかにする「栄養疫学」に関する理解を深める。

⽅法
教科書に基づいて講義を⾏う。随時グループディスカッションを⾏う。 
多様なテーマについて⾃ら調べ学んだことを毎回レポートにして提出することを求める。

履修条件

特になし。

履修する上の留意点

毎回レポート課題を提⽰し、それが提出されない場合は減点します。

到達⽬標

1 講義内容が正しく理解されているか、適切な⽂献を選び説明できる

2 意欲・関⼼・積極性の有無

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① レポート 70

到達⽬標② 講義態度 30

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 わかりやすいEBNと栄養疫学 同⽂書院 佐々⽊敏

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

「栄養疫学という科学」https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/series/169 
「栄養疫学勉強会」https://www.bing.com/videos/search?q=%e6%a0%84%e9%a4%8a%e7%96%ab%e5%ad%a6%e5%8b%89%e5%bc%b7%e4%bc%9a&qpvt
=%e6%a0%84%e9%a4%8a%e7%96%ab%e5%ad%a6%e5%8b%89%e5%bc%b7%e4%bc%9a&FORM=VDRE 
「東京疫学勉強会」https://www.youtube.com/channel/UCiulNwM-6chpNjiWcYaLLCA

学⽣へのメッセージ

最近は、「well-being 」という⾔葉なしでは、健康政策・健康増進・健康教育を進めることはできなくなっているが、疫学への理解と疫学が果たす役割・重要性
は増している。しっかり学んで本教科を役⽴ててほしい。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートに対しては、添削およびコメントを付して返却する。

授業計画

授業回 学修計画

健康栄養学特論
更新⽇：2023/02/20 16:49:36
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学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 公衆栄養学とは

公衆栄養学に対するイメージを簡単な図や⽂字で書

き出してみる。第１回授業の感想や調べたことを4
00字以内にまとめ次回提出。

〇
グループミ

ーティング

第２回 EBNとは何か、研究の質
p3-13までを読んで質問を考えてくる。第２回授業
の感想を400字以内にまとめ次回提出。

〇

第３回
ポピュレーションストラテジー、習慣および集積された事実の重

要性、バランスある評価感覚

p14-22までを読んで質問を考えてくる。第３回授
業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回提
出。

第４回 栄養・健康情報の種類と価値、EBN
p25-36までを読んで質問を考えてくる。第４回授
業の感想を400字以内にまとめ次回提出。

〇
グループミ

ーティング

第５回 栄養・健康情報における科学性と娯楽性

p37-45までを読んで質問を考えてくる。第５回授
業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回提
出。

〇
グループミ

ーティング

第６回 疫学⼊⾨（⽬的）
p49-50までを説明できるよう読んでくる。第６回
授業の感想を400字以内にまとめ次回提出。

第７回 疫学研究の⽅法（記述疫学研究）

p50-53までを説明できるよう読んでくる。第７回
授業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回
提出。

第８回
疫学研究の⽅法（分析疫学研究―⽣態学的研究、横断研究、因果
の逆転、交絡）

p54-61までを読んで質問を考えてくる。第８回授
業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回提
出。

第９回 疫学の⼿法（分析疫学研究―コホート研究、症例対照研究）
p62-69までを読んで質問を考えてくる。第９回授
業の感想を400字以内にまとめ次回提出。

〇
グループミ

ーティング

第１０回 疫学の⼿法（介⼊研究、RCT）、集団の代表性、Hillの基準
p69-81までを読んで質問を考えてくる。第10回授
業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回提
出。

〇
グループミ

ーティング

第１１回 疫学のための統計学⼊⾨

p85-106までを読んで質問を考えてくる。第11回授
業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回提
出。

第１２回 栄養疫学⼊⾨、⾷事調査、調査期間、⽇間変動、季節間変動

p109-115までを読んで質問を考えてくる。第12回
授業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回
提出。

〇
グループミ

ーティング

第１３回 ⾷事記録法と⾷事思い出し法、⾷物摂取頻度法と⾷事歴票

p116-132までを読んで質問を考えてくる。第13回
授業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回
提出。

第１４回 エネルギー調整、⽣体指標

p132-145までを読んで質問を考えてくる。第14回
授業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回
提出。

〇
グループミ

ーティング

第１５回
⾷⾏動・⾷知識・⾷の考え⽅と質問票、変数特性から⾒た栄養疫

学の特徴

p146-148までを読んで質問を考えてくる。第15回
授業の感想や調べたことを400字以内にまとめ次回
提出。

〇
グループミ

ーティング
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B201800 科⽬コード 1B201800

担当教員 未定

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0039 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

栄養教育は科学的根拠に基づいており、栄養教育および⾷育の実践と研究に活⽤される⾏動科学の理論・モデルの基礎について学び、それらの栄

養教育・⾷育への活⽤例について考える。複数のテーマおよびライフステージの異なる栄養教育・⾷育研究を取り上げ、論⽂抄読・ディスカッシ

ョンを通じて理論的基礎やマネジメントサイクルへの理解を深める。

⽅法

履修条件

履修する上の留意点

到達⽬標

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標①

到達⽬標②

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1

参考書

書籍名 出版社 著者

1

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

課題に対するフィードバック

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

栄養教育学特論
更新⽇：2023/03/23 16:45:53
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第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B101700 科⽬コード 1B101700

担当教員 森 千鶴

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0012 授業形態 演習
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置
○

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
養護教諭の職務や養護実践、児童⽣徒等における健康課題などに関する⽂献・論⽂抄読を⾏う。養護教諭として健康な学校づくりに寄与するため

の根拠となる知識を集積する。また、研究⽅法を学ぶ。

⽅法
⽂献・論⽂の抄読、受講者の養護実践を研究視点で振り返り討議することにより、養護教諭としての研究⼒・実践⼒向上に繋がる知識を得る。ま

た、養護教諭観の醸成を図る。

履修条件

養護実践に関する研究（養護教諭・学校保健・児童⽣徒等の健康）に関⼼があること。

履修する上の留意点

養護実践とは、養護教諭が児童⽣徒等の⼼⾝の健康の保持増進、発育発達を⽀援するために⽬的をもって意図的計画的に⾏う教育活動である。授業では、養護

実践を研究的視点で検討するため、履修は養護教諭免許状取得者または取得予定者が望ましい。

到達⽬標

1 積極的に⽂献・論⽂抄読に取り組むことができる（レジュメの作成・発表説明、意⾒交換）。

2 研究的視点で論⽂抄読を⾏い、⾃⾝の研究活動計画につなげ、研究論⽂をまとめることができる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① レポート・発表・意⾒交換 80

到達⽬標② レポート・発表・意⾒交換 20

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 （後⽇、決定する。）

参考書

書籍名 出版社 著者

1 （随時提⽰する。）

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

（抄読について） 
・発表者は、論⽂の構成、記述⽅法、評価⽅法、考察、図表について資料作成を⾏い、他の受講者に説明する。 
その説明をもとに討議し読み解く。（⽂献やインターネットなどで統計法、⽤語などを調べて解釈すること） 
・抄読する研究論⽂は原著や研究報告が望ましい。査読がある論⽂とする。

課題に対するフィードバック

・発表やレポートに対し、教員の意⾒や補⾜を加えて理解を深める。他の⼈の発表について意⾒を出し合い、多様な視点 
への理解を深める。

授業計画

授業回 学修計画

養護実践学演習
更新⽇：2023/02/10 13:59:37
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 オリエンテーション（授業の⽬標及び概要、授業計画等） 配付資料により、研究活動計画について検討する。

第２回
養護教諭の職制について 
養護教諭の職務について

前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第３回 「養護」の変遷について
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第４回 「養護実践」の現状と課題について
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第５回 「保健室」の変遷・機能について
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第６回 「保健室」の関連法規、経営の課題について
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第７回 児童⽣徒等の健康課題に関する⽂献抄読と討議①
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第８回 職員の健康課題に関する⽂献抄読と討議②
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第９回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１０回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１１回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１２回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１３回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１４回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１５回 研究論⽂の抄読（発表者は資料を作成）
前回⽰した課題について予習しレポートにまとめ

る。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

まとめ
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開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B201400 科⽬コード 1B201400

担当教員 外ノ池 隆史

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0025 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容 精神保健、メンタルヘルス、精神医療の概要について学ぶ。精神疾患並びにいじめ・⾃殺等のメンタルヘルスの重要問題について学ぶ。

⽅法

３⽇間の集中講義として実施する。初⽇は精神保健、メンタルヘルス、精神医療について、その基本的な考え⽅、実情について学ぶ。⼆⽇⽬三⽇

⽬は学⽣が担当した、精神疾患もしくはメンタルヘルスの問題について、発表する。参加者全員でアクティブラーニングの⼿法を⽤いて討論し理

解を深める。

履修条件

精神保健・メンタルヘルスに関⼼を持っている者

履修する上の留意点

⾃分の担当疾患もしくは、担当分野について、⾃分で調べ、講義の中で発表する必要がある

到達⽬標

1 精神保健について理解し、説明できる。

2 メンタルヘルスについて理解し、説明できる。

3 精神科医療、福祉について、理解し、説明できる。

4 主な精神疾患について理解し、説明できる。

5 ⽇本の精神科医療のあるべき姿について考え、⾃分考えを述べる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① ⾃分の考え、意⾒をまとめ発表し討論する内容で評価する 20

到達⽬標② 同上 20

到達⽬標③ 同上 20

到達⽬標④ 同上 20

到達⽬標⑤ 同上 20

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 ⽤いない

参考書

書籍名 出版社 著者

1 DSM-5 医学書院

2 標準精神医学 医学書院

オープンな教育リソース

JPOPVOICE ぜひ⾒てください

学⽣へのメッセージ

熱⼼な参加を期待します

課題に対するフィードバック

講義の中で⾏う

授業計画

授業回 学修計画

精神保健特論
更新⽇：2023/03/17 11:15:53
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学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 精神保健 メンタルヘルス 精神科医療 精神福祉の概要

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

第２回 精神保健 メンタルヘルス 精神科医療 精神福祉の概要

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第３回 統合失調症の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第４回 統合失調症の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第５回 うつ病の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第６回 双極性障害の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第７回 OTSDの疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第８回 適応障害の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第９回 摂⾷障害の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第１０回 虐待の疫学、症状、治療、リハビリ

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第１１回 アカデミックハラスメントの現状と対応

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第１２回 セクシャルハラスメントの現状と対策

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第１３回 いじめと⾃殺の現状と対策

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分

〇

パワーポイ

ントを作成

し、発表

し、討論す

る

第１４回 スポーツにおける指導、暴⼒、ハラスメントの現状と対策 予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 

〇 パワーポイ

ントを作成
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復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分
し、発表

し、討論す

る

第１５回 我が国の今後の精神保健のあるべき姿について

予習において学習課題の概要を理解しておく 60
分 
復習において学習課題にてついて説明できるように

する 30分
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開講年度 2023 学期 前期, 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B201900 科⽬コード 1B201900

担当教員 ⽊⼾ 盛年

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0040 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

⾏動科学は⼈間の⾏動の予測と制御を⽬的として⼈間の⾏動の原理や法則を究明しようとする、⼼理学をはじめ様々な学問領域にまたがる科学分

野である。この講義では、⾏動科学に関して、⼼理学領域での研究を中⼼に様々な知⾒や理論を紹介し、⾏動科学についての知識を修得してもら

う。そして、その知識をもとに⾃⾝の研究テーマの⾏動科学的な意義についての理解を深めてもらう。

⽅法
各回の講義テーマの内容に基づき作成したパワーポイントを⽤いた授業を⾏う（パワーポイントを基に作成した講義資料も配布する）。また、講

義内では各テーマに関しての議論も⾏うため、関連する⽂献や過去研究を事前に各⾃で調べ理解を深めておくことが望まれる。

履修条件

特に履修条件はありません。

履修する上の留意点

原則、対⾯授業とします。 
各回の講義テーマに関連する⽂献や過去研究を⾃分で調べ、内容をまとめ理解しておく事前の準備学習が必要となります。

到達⽬標

1 ⾏動科学の成り⽴ち、⾏動科学の基礎的な研究テーマと⾼次の研究テーマの内容を理解し説明できる。

2 ⾏動科学に関する⽂献・論⽂を調べ、内容を理解し、⾃分の意⾒を述べることができる。

3 ⾏動科学的な観点から⾃⾝の研究の意義を捉え、学んだ内容を⾃分の研究に応⽤できる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 各講義の事前準備学習の内容/授業態度 15/15

到達⽬標② 各講義の事前準備学習の内容/授業態度 15/15

到達⽬標③ レポート 40

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 はじめての応⽤⾏動分析（⽇本語版）  ⼆瓶社
ポール・A. アルバート / アン・C. ト
ルートマン (著) , 佐久間 徹/ ⾕ 晋⼆
 (監訳)

参考書

書籍名 出版社 著者

1 ⾏動分析学⼊⾨ 産業図書

杉⼭ 尚⼦, 島宗理, 佐藤⽅哉, リチャー
ド・W. マロット , アリア・E・マロッ
ト 

2 ⾏動健康経済学―⼈はなぜ判断を誤るのか ⽇本評論社 依⽥ ⾼典, ⻄村 周三, 後藤 励

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

この講義に参加し⾏動科学についての理解を深め知⾒を得ることで、⼈の⾏動を主観的のみならず客観的な視点から分析できるようになると思います。⾏動科学

の観点から⾃⾝の研究を捉え考えられるようになることで、⾃⾝の研究の意義がより⾼まるでしょう。

課題に対するフィードバック

各講義での質疑応答やディスカッションを通して、フィードバックしていく。

⾏動科学特論
更新⽇：2023/03/01 11:02:24
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授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回
導⼊ 
⾏動科学とは

予習：⾃⾝の研究の背景・⽬的・意義をパワーポイ

ント等を使⽤しプレゼンできるようにしておく。 
 
復習：⾏動科学とは何なのかを⾃分の⾔葉としてま

とめ、⾏動科学の観点から⾃⾝の研究の位置づけ・

意義を考えてまとめておく。

第２回
⾏動論による説明 
⽣理学・発達理論・認知理論との関連

予習：テキスト第1章「応⽤⾏動分析の基本的な考
え⽅」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究テーマと内容に関して、⾏動論・

⽣理学・発達理論・認知理論からそれぞれ考えてま

とめておく。

第３回
⾏動科学の成り⽴ち 
⾏動主義の歴史

予習：⾏動科学、⾏動主義の歴史について事前に調

べてまとめておく。 
 
復習：⾏動主義の歴史から⾃⾝の研究がどのような

位置づけ・意義になるか考えてまとめておく。

第４回 応⽤⾏動分析を適応する際の責務

予習：テキスト第２章「応⽤⾏動分析を適応するに

あたっての責務」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究に応⽤⾏動分析を適応する際、ど

のような考え、観点から何に注意しなければならな

いのか考えてまとめておく。

第５回 ⾏動⽬標の設定（定義・書式・拡⼤）

予習：テキスト第3章「⾏動⽬標」を読んでまとめ
ておく。 
 
復習：⾃⾝の研究（修論作成）を進めるにあたり、

⾃⾝の⾏動⽬標を設定し、まとめておく。

第６回 ⾏動が起こる頻度を増やす操作

予習：テキスト第6章「⾏動の⽣起頻度を増⼤させ
る随伴性操作」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究に強化随伴性の考えがどのように

応⽤されるのか、考えてまとめておく。

第７回 不適切な⾏動を減らす操作

予習：テキスト第7章「不適切な⾏動を減少させる
結果操作」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究に分化強化や消去の考えがどのよ

うに応⽤されるのか、考えてまとめておく。

第８回 刺激統制とシェイピング

予習：テキスト第8章「分化強化：刺激統制とシェ
イピング」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究に分化強化やシェイピングの考え

がどのように応⽤されるのか、考えてまとめてお

く。

第９回 ⾏動変容の般化

予習：テキスト第9章「⾏動変容を般化させるため
に」を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究に般化の考えがどのように応⽤さ

れるのか、考えてまとめておく。

第１０回 実験デザイン（グループデザイン・⼀事例実験デザイン）

予習：テキスト第5章「⼀事例の実験デザイン」を
読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究を応⽤⾏動分析的にとらえた際、

どのような実験デザインでデータを収集するのか考

えてまとめておく。

第１１回 ⾏動データの収集⽅法と視覚化

予習：テキスト第4章「データの収集とグラフ化」
を読んでまとめておく。 
 
復習：⾃⾝の研究でデータを収集する際、どのよう

な⽅法でどのようなデータを収集し視覚化し分析す

るのか考えてまとめておく。

第１２回 ⽂献購読①：⾏動科学の研究論⽂の⽂献検索 予習：⾃⾝の研究テーマと研究⽬的をもとに、研究

分野や研究に関連するキーワードをまとめてくる。 
 

〇 グループワ

ーク 
個⼈ワーク
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復習：⾃⾝の研究テーマに基づき、⽂献検索した論

⽂を⼿に⼊れて読む。

第１３回 ⽂献購読②：検索した⽂献を購読しまとめる

予習：読んだ内容を箇条書きなどして論⽂の内容・

構成をまとめてくる。 
 
復習：まとめた内容をもとにプレゼン⽤のパワーポ

イントを作成する。

〇

グループワ

ーク 
個⼈ワーク

第１４回 ⽂献購読③：まとめた内容のプレゼンと説明・質疑応答

予習：パワーポイントを⽤いたプレゼンの練習をし

てくる。 
 
復習：プレゼンでの質疑応答の内容・返答をまとめ

る。

〇

プレゼンテ

ーション 
ディスカッ

ション

第１５回 まとめ

予習：これまでの授業や、⽂献購読にてなされた内

容を振り返りまとめておく。 
 
復習：⾏動科学的な観点から、⾃分の研究の⾏動科

学的意義を捉え、レポートにまとめる。

〇
ディスカッ

ション
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開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B200100 科⽬コード 1B200100

担当教員 ⼟屋 満知

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0015 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
臨床⼼理学の基礎理論として（1）⼼の病理、（2）⼼のアセスメント、（3）⼼の治療という3つの視点を主に取り上げ、⼈間理解の⽅法と⽀援
のあり⽅について学ぶ。

⽅法
配布資料とパワーポイント等を⽤いて講義を⾏うが、必要に応じて映像資料や臨床事例を活⽤する。授業回によっては、検査者ー被検者体験や⾯

接者ークライエント体験等のペアワークを実施する予定である。 

履修条件

特になし。

履修する上の留意点

授業に関することについて、質問等がある場合はメールでコンタクトを取ってください。メールアドレスは初回授業で指⽰します。

到達⽬標

1 現代の様々な⼼理的諸問題について、臨床⼼理学の視点から理解し、考察することができる。

2 毎回の授業内容の核となる事柄について、適切にリアクションし、授業中の議論に基づいて⾃分の⾒解をまとめることができる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 討論等への積極的参加 40

到達⽬標② レポート 60

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 テキストは特に指定しない。

参考書

書籍名 出版社 著者

1 ⼼理臨床⼤辞典 培⾵館
⽒原寛・⻲⼝憲治・成⽥善弘ほか（共

著）

2 DSM-5 精神疾患の分類と診断の⼿引 医学書院
⽶国精神医学会（APA）、髙橋三郎・
⼤野裕（監訳）

3 症例でわかる精神病理学 誠信書房 松本卓也（著）

４ 臨床⼼理アセスメントの基礎（第2版） ナカニシヤ出版 沼初枝(著）

5
⼼理アセスメント：⼼理検査のミニマム・エッセンス（⼼の専⾨家養成講座

3）
ナカニシヤ出版 松本真理⼦・森⽥美弥⼦（編著）

6 臨床⼼理学⼊⾨ 東京⼤学出版会
ｽｰｻﾞﾝ･ﾚｳｪﾘﾝ＆ｹｲﾃｨ・ｱﾌｪｽｰｳﾞｧﾝ･ﾄﾞｰﾝ

（著）、下⼭晴彦（編訳）

７ ⽿の傾け⽅ーこころの臨床家を⽬指す⼈たちへ 岩崎学術出版社 松⽊邦裕（著）

その他、授業で適宜紹介する

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

検査者ー被検者体験や⾯接者ークライエント体験等のペアワークを実施する授業回があるため、2名以上の履修者がいることが望ましい。

臨床⼼理学特論
更新⽇：2023/02/25 23:09:26
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課題に対するフィードバック

授業内で⾏うディスカッション等について、授業内で適宜コメントし、随時フィードバックを⾏う。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回
臨床⼼理学とは何か？ 
臨床⼼理学の基本的な考え⽅

〔予習〕臨床⼼理学とはどのような学問なのか、各

⾃でその概要および歴史について調べまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第２回 ⼼の不適応について（1）3つの病態⽔準

〔予習〕前回講義の最後に次回講義に関するキーワ

ードを提⽰するので、次回講義までに調べまとめ

る。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第３回 ⼼の不適応について（2）神経症⽔準の病理・病態
〔予習〕神経症⽔準の病理・病態について、どんな

ことでも良いので、次回講義までに調べまとめる。 
復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第４回 ⼼の不適応について（3）精神病⽔準の病理・病態

〔予習〕精神病⽔準の病理・病態について、どんな

ことでも良いので、次回講義までに調べて要点をま

とめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第５回

⼼の不適応について（4）パーソナリティ障害の病理・病態 
・A群パーソナリティ障害 
・B群パーソナリティ障害

〔予習〕パーソナリティ障害について、どんなこと

でも良いので、次回講義までに調べて要点をまとめ

る。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第６回
⼼の不適応について（5）パーソナリティ障害の病理・病態 
・C群パーソナリティ障害

〔予習〕パーソナリティ障害とはどのような障害な

のか、前回の授業内容も確認しながら各⾃で要点を

まとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第７回
⼼をアセスメントする（1） 
観察を通しての理解

〔予習〕⼼をアセスメントするとは、どういうこと

なのか、各⾃で考えて要点をまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第８回
⼼をアセスメントする（2） 
⾯接を通しての理解

〔予習〕⾯接を通して、⼼をアセスメントする際の

留意点を各⾃で考えてまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇

体験学習・

ディスカッ

ション

第９回
⼼をアセスメントする（3） 
⽣活史の把握を通しての理解

〔予習〕⽣活史の把握を通して、⼼をアセスメント

する際の留意点を各⾃で考えてまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇

体験学習・

ディスカッ

ション

第１０回
⼼をアセスメントする（4） 
⼼理検査を通しての理解

〔予習〕⼼理検査を通して、⼼をアセスメントする

際の留意点を各⾃で考えてまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第１１回
⼼をアセスメントする（5） 
⼼理検査を体験する

〔予習〕⼼理検査体験を⾏う⼼理検査について、事

前に調べておく。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇 体験学習

第１２回
⼼の治療（1） 
⼼理療法とは何か、様々な⼼理療法

〔予習〕どのような⼼理療法があるか各⾃で調べ、

要点をまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第１３回
⼼の治療（2） 
事例を⽤いての検討

〔予習〕事前に事例資料を配布するので、⽬を通

し、⾃分なりに事例の概要を掴んでおく。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第１４回
⼼の治療（3） 
治療者としての⼼の聴き⽅

〔予習〕⼼を聴く際の留意点について調べ、⾃分の

考えをまとめる。 
〔復習〕授業後、感想レポートを提出する。

〇
ディスカッ

ション

第１５回 まとめと振り返り、質疑応答

〔予習〕これまでの授業内容について、各⾃で振り

返っておく。 
〔復習〕これまでの授業内容を振り返り、最終レポ

ートに備える。

〇
ディスカッ

ション
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開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B200510 科⽬コード 1B200510

担当教員 ⻑岡 由紀⼦

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0041 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
⼼理療法は⼼理専⾨職により⾏われるものでありますが、その背景となる知識や考え⽅は、⼼理専⾨職以外の対⼈援助職にも有⽤なものとなりま

す。⼼理専⾨職のみならず、さまざまな職種で活⽤できる側⾯について扱います。

⽅法
適宜講義を⾏いながら、ロールプレイや表現活動を⽤いて、⾔語レベルからイメージレベルにわたる演習を⾏います。また、理解を深めるために

ディスカッションも⾏います。

履修条件

履修する上の留意点

到達⽬標

1 ⼼理療法の定義とモデルを説明できる。

2 ⾃分の中にわいてきたイメージを絵や⾔葉などで表現することができる。

3 精神分析、分析⼼理学、箱庭療法について説明できる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 授業内のディスカッション 30

到達⽬標② 授業内で⾏う演習の成果物 40

到達⽬標③ レポート課題 30

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 なし

参考書

書籍名 出版社 著者

1 ユング⼼理学⼊⾨ 培⾵館 河合隼雄

2 モモ 岩波少年⽂庫 ミヒャエル・エンデ

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

⼼理療法を学ぶ動機が明確であると、授業への参加や理解がより充実したものになると思います。積極的な参加を期待します。

課題に対するフィードバック

提出されたレポートへのフィードバックは授業内で⾏います。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 ガイダンス（授業の進め⽅と評価⽅法の説明）、本授業の⽬的と

受講⽣の関⼼領域の確認

[予習]⼼理療法を学ぶ動機について考える。[復習]
⼼理的援助が必要となる状況・領域について理解を

⼼理療法特論
更新⽇：2023/01/30 18:21:43
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深める。

第２回 [講義]意識と無意識、⼼の問題を実践的に捉える考え⽅
[予習]無意識が成す事象の例を考える。[復習]How
とWhatによる思考の違いについて理解を深める。

第３回 [講義]⾔葉とイメージによる表現の違い
[予習]イメージを⽇頃どのように利⽤しているかを
考える。[復習]⾔葉により限定されているものにつ
いて理解を深める。

第４回
[ディスカッション]課題の『モモ』（配布資料抜粋）を読んだ感
想から、「聴く」ということについて考える。

[予習]配布資料（『モモ』抜粋）を読む。[復習]授
業の感想レポートを書く。

〇
ディスカッ

ション

第５回 [講義]⼼理療法のモデル
[予習]⼼理療法の定義を調べる。[復習]本⽇の内容
を踏まえ、どのように他の現場で活⽤できるかを考

える。

第６回 [講義]精神分析理論
[予習]フロイトについて調べる。[復習]本⽇の内容
をノートにまとめる。

第７回 [講義]分析⼼理学
[予習]ユングについて調べる。[復習]本⽇の内容を
ノートにまとめる。

第８回 [演習]MSSMの実施。
[予習]第3回授業のイメージの話について確認す
る。[復習]授業の感想レポートを書く。

〇 体験学習

第９回 [講義]カウンセリングにおける関係性について。
[予習]これまでの演習を参考にして、関係性で⽣じ
ていることについて考える。[復習]マリオ・ヤコー
ビの「分析的関係」の理解を深める。

第１０回 [ディスカッション]ここまでの授業の振り返り。
[予習]これまでの授業での疑問点や気づきをまとめ
る。[復習]授業の感想レポートを書く。

〇
ディスカッ

ション

第１１回 [講義]箱庭療法
[予習]箱庭療法について調べる。[復習]本⽇の内容
をノートにまとめる。

第１２回 [事例]箱庭療法の事例を聴く。
[予習]イメージの象徴的意味について調べる。[復
習]演習の感想レポートを書く。

〇 体験学習

第１３回 [事例]箱庭療法の事例の振り返り。
[予習]授業の感想から疑問点を抽出する。[復習]演
習の感想レポートを書く。

〇 体験学習

第１４回 [ディスカッション]ここまでの授業の振り返り。
[予習]これまでの授業での疑問点や気づきをまとめ
る。[復習]授業の感想レポートを書く。

〇
ディスカッ

ション

第１５回 まとめ（⼼理療法の多様性）
[予習]クライエント像を考える。[復習]演習の感想
レポートを書く。
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開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B200800 科⽬コード 1B200800

担当教員 杉⼭ 佳菜⼦

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⽉曜∕4限または6限 単位 2

科⽬ナンバー M0020 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

ヒトの⽣涯にわたる⼼理的な発達について中⾼年期を中⼼に学ぶ。わが国の65歳以上の⼈⼝の割合は総⼈⼝の25％を超え、世界の先頭を切って
「超⾼齢社会」に突⼊している。このような中で「中⾼年期」というキーワードを多⾯的に理解する事は重要である。本講義では⼼理学を中⼼

に、医学・社会福祉学・⽣体科学などの観点から「⽣涯発達」や「加齢」について概説する。

⽅法 パワーポイント、プリントを⽤いて講義を⾏う。講義の内容についてディスカッションを⾏い、または⼩レポートを課し、理解を深める。

履修条件

なし

履修する上の留意点

課題を提⽰し、それが提出されない場合は減点します。

到達⽬標

1 ヒトのライフサイクルを⽣涯発達という視点でとらえ、加齢にともなうさまざまな変化について理解する。

2 中⾼年者の⾝体的・精神的発達の特徴を理解し、加齢にともない⽣じる諸問題について想像できるようになる。

3 各発達段階の課題について理解し、⾃分ができるサポートについて考える⼒を⾝につける。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① ⼩レポート 20

到達⽬標② ⼩レポート 20

到達⽬標③ 総合レポート 60

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

参考書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

オープンな教育リソース

学⽣へのメッセージ

教科書は使⽤しません。プリント資料を配布します。参考⽂献は講義内で適宜紹介します。

課題に対するフィードバック

提出された⼩レポートについては、講義内でコメントしてフィードバックします。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 オリエンテーション：授業の概要説明 予習：シラバスをよく読んでおく。 

発達⼼理学特論
更新⽇：2023/02/07 18:15:40
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復習：講義内容を復習し、与えられたテーマについ

て予習しておく。

第２回 ヒトの⽣涯発達と発達課題：「中年期」「⾼齢期」を中⼼に

予習：エリクソンの発達課題について理解する。 
復習：「ヒトの⽣涯発達と発達課題」について概要

を整理する。

第３回 発達にともなう⾝体・⽣理機能の変化

予習：第⼆次性徴・更年期障害について理解を深め

る。 
復習：「発達にともなう⾝体・⽣理機能の変化」に

ついて、授業内容を参考に概要をまとめる。

第４回 知能と発達

予習：知能とはなにかの説明ができるように理論や

研究を調べる。 
復習：「発達に伴う知能の変化」について授業内容

を参考に概要をまとめる。

第５回 発達に伴う記憶の変化：概説

予習：記憶のしくみについて解説できるようにして

おく。 
復習：「発達に伴う記憶の変化」について、授業内

容を参考に概要をまとめる。

第６回 成⼈期以降の記憶の変化：ケース例

予習：認知症のメンタルヘルスについて調べてお

く。 
復習：「成⼈期以降の記憶の変化」のケース例につ

いて、どのような⽀援ができるのかを考える。

〇
グループワ

ーク

第７回 注意機能の⽣涯発達

予習：https://youtu.be/vJG698U2Mvoの選択的注意
の動画を視聴する。 
復習：「注意機能の⽣涯発達」について、授業内容

を参考に概要をまとめる。

第８回 ⾔語の発達

予習：ことばの獲得プロセスを理解する。 
復習「⾔語の発達」について、授業内容を参考に概

要をまとめる。

第９回 親⼦・家族関係の発達

予習：アタッチメントの発達的な影響について理解

する。 
復習：「親⼦・家族関係の発達」について、授業内

容を参考に概要をまとめる。

第１０回 社会性と発達

予習：社会性・社会的スキルの定義を理解する。 
復習：「社会性と発達」について、授業内容を参考

に概要をまとめる。

第１１回 社会性の発達が阻害された事例

予習：社会性の発達が阻害されるライフイベントに

ついて⾃分なりの考えをまとめる。 
復習：授業で扱ったケース例のディスカッションを

もとに、どのような⽀援ができるのかを考える。

〇
グループワ

ーク

第１２回 パーソナリティの発達的変化

予習：気質・性格・パーソナリティの定義を理解す

る。 
復習：「パーソナリティの発達的変化」について、

授業内容を参考に概要をまとめる。

第１３回 ⾼齢者と⽣きがい：概説

予習：⾃尊感情の⾼低が⽇常⽣活に及ぼす影響につ

いて考える。 
復習：「⾼齢者と⽣きがい」について、授業内容を

参考に概要をまとめる。

第１４回 ⾼齢者と⽣きがい：ケース例

予習：⾼齢者の⽣きがいとなるライフイベントにつ

いて、考えをまとめる。 
復習：授業で扱ったケース例のディスカッションを

もとに、どのような⽀援ができるのかを考える。

〇
グループワ

ーク

第１５回 まとめ

予習：これまでの講義内容を概観する。 
復習：最終レポートにそなえ、本講義全体を通して

⾃分が考えたことを整理する。
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開講年度 2023 学期 前期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B202000 科⽬コード 1B202000

担当教員 廣井 いずみ

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ー 単位 2

科⽬ナンバー M0042 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容

なぜ⼈は犯罪を犯すのだろうか？本授業では犯罪理論について、⽣物−⼼理−社会の観点から学ぶ。また犯罪者処遇をとおして、社会がどのよう

に犯罪に対応しようとしているのか、課題が何であるのかを知る。被害者の抱える課題について、事例をとおして共感的に学ぶ。そして犯罪に強

い町とは、どのような町なのか学ぶ。

⽅法 プレゼンテーション、ディスカッション、WEBによる事前学習を取り⼊れて、講義を進める。

履修条件

履修する上の留意点

到達⽬標

1 犯罪理論について理解する

2 犯罪者・⾮⾏少年の処遇の実際と課題について理解する

3 被害者、防犯の捉え⽅について理解する

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① レポート 40

到達⽬標② レポート 40

到達⽬標③ レポート 20

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 特になし

参考書

書籍名 出版社 著者

1 犯罪⼼理学 犯罪の原因をどこに求めるのか 培⾵館 ⼤渕憲⼀

2 ライブラリ ⼼理学の杜15 司法・犯罪⼼理学 サイエンス社 森丈⼸ほか（著）

3 ⼥⼦少年院の少⼥たち 「普通」に⽣きることがわからなかった さくら舎 中村すえこ

オープンな教育リソース

裁判所 ビデオ「少年審判〜少年の健全な育成のために〜」 https://www.courts.go.jp/links/video/shounenshinpan_video/index.html 
裁判所 裁判⼿続き少年事件Q&A https://www.courts.go.jp/saiban/qa/qa_syonen/index.html 
REUTERS 焦点：刑務所に⾼齢化の波、寝たきり介護も 再犯防⽌が急務 https://jp.reuters.com/article/tokushima-prison-idJPKCN1GQ0IO 
Microsoft PowerPoint - 0818 0824 Ｈ28 学校安全教室（防犯）https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/anzen/documents/anzenkyousitu.pdf

学⽣へのメッセージ

被害者の側に⽴って考える、加害者の側に⽴って考えるというように、視点を変えて考えてみることをやってみて下さい。

課題に対するフィードバック

レポートについて授業時に⾏なう。

授業計画

授業回 学修計画

犯罪⼼理学特論
更新⽇：2023/03/01 10:49:58
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学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回

オリエンテーション 犯罪⼼理学では何を学ぶのか 統計からみ
る犯罪 
少年事件は、増えているのか減っているのか調べてみよう！

【予習】 
シラバスで学習内容を確認する。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第２回 刑事事件・少年事件の流れ

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第３回
犯罪理論（1）ー社会・地域から犯罪を捉えるー 
 緊張理論 下位⽂化理論

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第４回

犯罪理論（2）ー犯罪の⽣物学的要因，犯罪と知能−  
 ロンブローゾの⽣来性犯罪者説 
 犯罪の⽣物学的要因 
 遺伝的要因 
 犯罪と知能

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第５回

犯罪理論（3）ー犯罪のパーソナリティ要因− 
犯罪とビッグファイブ 
 低⾃⼰統制と衝動性 
 負の情動性とストレス反応 
 刺激欲求特性

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第６回

犯罪理論（4）ー発達の視点（1）− 
 ハーシーの社会的絆理論 
 ケンブリッジ⾮⾏発達研究 
 反社会性の形成因

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第７回

犯罪理論（5） ー発達の視点（2）ー 
 モフィットの犯罪発達理論 
 児童期の問題⾏動 
 学業成績と⾮⾏ 
 仲間からの影響

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第８回 盗みの理解と⼼理的援助

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第９回 家庭裁判所・少年鑑別所・少年院での仕事

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第１０回
施設処遇について考える 
〜ノルウェーでの処遇と⽇本の処遇から〜

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

〇
ディスカッ

ション

第１１回 被害者の理解と⽀援

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第１２回 安⼼・安全なまちづくり

【予習】 
授業スライドを⾒ておく。 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第１３回
死刑制度について考える① 
ビデオ視聴

【予習】 
死刑制度に関わる論⽂、データの収集 
【復習】 
関⼼を持った項⽬をメモしておく。⾃⾝でさらに調

べて知識を深める。

第１４回 死刑制度について考える② 【予習】 〇 プレゼンテ
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様々なデータを元にディスカッションをする。 死刑制度に関わる論⽂、データの収集 
死刑制度について考え、プレゼンテーションの準備 
【復習】 
ディスカッションの振り返り

ーション 
ディスカッ

ション

第１５回 振り返り 各⼈のレポートを元に全体の振り返りを⾏なう。

【予習】 
今までの授業を振り返り、テーマを決めレポート

（1000字程度）にまとめる。 
【復習】 
他の受講⽣の意⾒を取り⼊れて、振り返る。

〇
ディスカッ

ション
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開講年度 2023 学期 後期 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1B202100 科⽬コード 1B202100

担当教員 ⾦井 篤⼦

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 1年 曜⽇/時限 ⽕曜∕6限 単位 2

科⽬ナンバー M0043 授業形態 講義
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

選択必修 授業時間＋⾃習時間 30+60

授業概要

内容
キャリアとは何か，⼈はどのようにキャリアを伸ばすのかなど，特に組織内キャリアに焦点を当てつつ，関連するライフ・キャリアなど⽣涯にわ

たるキャリアについて⼼理学的知⾒を得る。

⽅法 講義を中⼼に⾏うが，参加者に発⾔を求めたり，グループでの討議を⾏ったりすることもある。

履修条件

特になし。

履修する上の留意点

特になし。

到達⽬標

1 組織内キャリア，ライフ・キャリアについての⼼理学的知⾒が理解できる。

2 キャリア研究について関⼼を持つ。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① リアクションペーパー，レポート 60

到達⽬標② リアクションペーパー，レポート 40

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

教科書

書籍名 出版社 著者

1 なし。プリントなどを配布する。

参考書

書籍名 出版社 著者

1 授業中に適宜紹介する。

オープンな教育リソース

授業の中で適宜紹介する。

学⽣へのメッセージ

キャリアを学ぶことは⾃⾝が⽣きるということや他者を⽀援する際に重要な視点を提供すると思います。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

課題に対するフィードバック

リアクションペーパーについては，次回の授業においてフィードバックします。

授業計画

授業回

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

第１回 キャリアとは。 授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。

〇 グループデ

ィスカッシ

キャリア⼼理学特論
更新⽇：2023/02/27 11:37:53
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ョン

第２回 キャリア発達とは，キャリア発達理論
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第３回 キャリア初期の⼼理学
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第４回 キャリア中期の⼼理学
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第５回 キャリア後期の⼼理学
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第６回 キャリア・トランジッション理論（１）
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第７回 キャリア・トランジッション理論（２）
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第８回 キャリア選択理論（１）
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第９回 キャリア選択理論（２）
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１０回 キャリア選択理論（３）
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１１回 キャリア構築理論
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１２回 キャリア・アンカー
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１３回 キャリア・パースペクティブ
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１４回 キャリア・ストレス
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン

第１５回 キャリア・カウンセリングとまとめ
授業後に授業で考えたこと，疑問点などをリアクシ

ョンペーパーで提出してください。
〇

グループデ

ィスカッシ

ョン
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愛知みずほ⼤学・愛知みずほ短期⼤学

2023/03/31

開講年度 2023 学期 通年 ｼﾗﾊﾞｽｺｰﾄﾞ 1C100200 科⽬コード 1C100200

担当教員 松原 達昭、今澤 正彦、⻑岡 由紀⼦ （研究指導補助教員：⼭根 基、廣井 いずみ、⼟屋 満知）

備考

配当
学部/学科 ⼤学院 愛知みずほ⼤学⼤学院

配当時期 2年 曜⽇/時限 ー 単位 4

科⽬ナンバー M0029 授業形態 演習
実務経験のある教員によ

る授業科⽬の配置

コース別 必修・選択必
修 等

必修 授業時間＋⾃習時間 180

概要

研究課題の遂⾏、および修⼠論⽂をまとめるために個別指導を⾏う。⼀連のプロセスを通して研究能⼒を修得する。

指導担当分野

指導⽅法

必要に応じて、適宜個別指導を⾏う。

指導を受けたい学⽣への期待

⾃ら積極的に取り組み、計画的に研究を実施し、修⼠論⽂を作成する。

学修内容

学修計画

学修内容 学修課題（予習・復習）の内容

アクティブ・ラーニング

の実施

有無 その⽅法

研究の進⾏状況にあわせて、指導教員が適宜個別指導を⾏う。 
研究計画に基づいてデータの収集と分析を⾏う。 
5⽉: 学位論⽂題⽬届を提出する。 
7⽉: 研究発表会（中間発表）を⾏う。 
12⽉: 学位論⽂を提出する。 
1⽉: 学位論⽂⼝述審査を受ける。

随時、指導教員と連絡をとりながら、研究を進⾏させる。 
データを収集するとともに、データの解析⽅法を学ぶ。 
学位論⽂の題⽬を考える。 
中間発表に備えて、準備する。 
論⽂を記述し、学位論⽂としてまとめる。 
学位論⽂⼝述審査に備えて、準備する。

到達⽬標

1 研究成果をまとめた修⼠論⽂の提出、発表等ができる。

評価⽅法

評価⽅法 割合

到達⽬標① 提出された修⼠論⽂ 80

到達⽬標② ⼝述審査における発表 20

到達⽬標③

到達⽬標④

到達⽬標⑤

到達⽬標⑥

課題に対するフィードバック

個⼈指導により、適宜フィードバックを⾏う。

研究倫理教育（推奨）

卒業論⽂を履修する者は、以下の受講を推奨します。

独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会 研究倫理e-ラーニング

https://www.netlearning.co.jp/clients/jsps/reference.aspx

研究指導
更新⽇：2023/03/01 10:53:08
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